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九
、
宋
代
（
二
）

一
、
儒
教
の
発
展

・「
思
索
す
る
儒
者
」
…
〔

〕
…
聖
人
の
「
道
」
を
究
明
し
、
そ
れ
を
み
ず
か
ら
体
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

1

◎
〔

〕
…
南
宋
の
朱
熹
（
朱
子
）
は
こ
れ
ら
の
思
想
を
採
り
入
れ
て
道
学
を
集
大
成
。

2

一-

一
、
〔

〕
―
〔

〕
…
太
極
図
と
図
説
か
ら
な
る
。

3

4

陰
陽
五
行
論
を
中
心
に
宇
宙
の
生
成
と
人
間
存
在
の
あ
り
か
た
を
解
き
明
か
す
。

太
極
→
陰
陽
（
形
神
）
→
五
行
（
五
性
）
→
男
女
（
善
悪
）
→
万
物
（
万
事
）

・
〔

「
聖
人
可
学
論
」

〕
…
誰
で
も
学
問
に
よ
っ
て
聖
人
に
な
れ
る
。（
孔
子
の
理
想
は
「
君
子
」
）

5

・
学
問
の
自
立
と
自
己
修
養
の
理
想
を
う
た
う
。

☆
二
程
（
程
顥
・
程
頤
）
…
周
敦
頤
に
師
事
し
、
思
索
を
重
ね
て
新
た
な
哲
学
「
道
学
」
を
き
ず
く
。

〔

〕
の
概
念
の
提
示
。
「
理
」
（
天
理
）
が
経
験
世
界
を
超
え
た
原
理
と
し
て
実
在
。

6

一-

二
、
〔

〕
―
〔

〕

7

8

元
々
「
仁
」
と
は
他
者
へ
の
共
感
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
万
物
す
べ
て
を
み
ず
か
ら
切
実
な
も
の
と
し
て
と
ら

え
る
シ
ン
パ
シ
ー
と
さ
れ
る
。
万
物
へ
の
共
感
は
、
そ
の
後
、
〔

〕
と
し
て
開
花
。

9

・
単
な
る
博
識
を
「
玩
物
喪
志
」
と
し
て
批
判
。
聖
人
の
心
の
自
得
を
重
ん
じ
る
。

一-

三
、
〔

〕

10

・
「
理
」
と
「
気
」
を
明
確
に
区
別
。
「
理
」
…
形
を
も
た
な
い
（
形
而
上
）
。

「
気
」
…
形
を
も
つ
（
形
而
下
）
。

・
〔

〕
…
人
間
の
本
質
は
「
仁
義
礼
智
信
」
と
い
う
「
理
」
を
そ
な
え
る
こ
と
で
あ
り
、

11

古
代
の
聖
人
か
ら
普
通
の
人
々
に
至
る
ま
で
す
べ
て
同
じ
。「
聖
人
可
学
論
」
を
可
能
に
す
る
平
等
な
発
想
。

孟
子
の
〔

〕
を
復
活
さ
せ
、
人
間
に
生
来
の
ラ
ン
ク
は
な
い
と
す
る
。

12

（
漢
～
唐
…
「
性
三
品
説
」
（
人
間
に
は
生
ま
れ
つ
き
上
中
下
の
三
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
て
い
る
と
す
る
）
）

・
〔

〕
（
敬
に
居
る
）
…
心
の
敬
み
を
保
つ
、
冷
静
さ
を
常
に
保
つ
、
欲
望
に
流
さ
れ
な
い
。

13

〔

〕
（
理
を
窮
め
る
）
…
す
べ
て
の
物
事
の
理
（
こ
と
わ
り
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

14

一-

四
、
〔

〕
―
〔

〕
の
哲
学
。

15

16

気
と
は
ガ
ス
状
の
物
質
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
構
成
す
る
基
体
。
世
界
は
気
の
集
散
と
い
う
自
己
運
動
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
と
い
う
自
然
哲
学
。
万
物
一
体
観
を
う
た
い
あ
げ
る
。
著
書
に
、
『
正
蒙
』
『
西
銘
』
な
ど
。

一-

五
、
〔

〕
―
〔

〕
の
哲
学
。

17

18

・
〔

〕
…
『
易
経
』
に
お
け
る
変
化
と
反
復
の
哲
学
を
応
用
。

19

・
「
先
天
易
学
」（
易
学
理
論
）
を
説
く
と
と
も
に
「
観
物
」（
数
理
と
い
う
視
点
か
ら
物
を
見
る
）
の
思
想
を
唱
え
る
。

・
北
宋
の
道
学
者
た
ち
は
、
儒
教
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
儀
礼
の
復
興
に
も
取
り
組
む
。

・
〔

〕
…
「
聖
人
は
天
に
も
と
づ
き
釈
氏
は
心
に
も
と
づ
く
」

20

・
道
学
道
学
は
、
「
濂
洛
関
閩
の
学
」（
濂
溪[

周
敦
頤]

・
洛
陽[

二
程]

・
関
中[

張
載]

・
閩
南[

朱
子]

）
と
も
呼
ば
れ
る
。

れ
ん
ら
く
か
ん
び
ん

二
、
仏
教
と
道
教
の
展
開

二-

一
、
【
仏
教
】

次
第
に
活
気
を
失
い
始
め
る
中
、
盛
ん
だ
っ
た
の
が
〔

〕。

21

宗
教
的
な
信
仰
よ
り
も
自
己
修
行
や
機
知
を
た
っ
と
ぶ
教
え
で
、
宋
代
の
士
大
夫
の
好
み
に
か
な
う
。

→
〔

〕
以
後
、
禅
の
公
案
集
が
続
々
と
編
纂
さ
れ
る
。

22

南
宋
時
代
、
首
都
杭
州
や
明
州
を
中
心
と
す
る
名
刹
（
名
高
い
寺
院
）
、
い
わ
ゆ
る
五
山
を
中
心
に
禅
が
栄
え
る
。

め
い
さ
つ

こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
南
宋
後
期
に
入
宋
し
た
留
学
僧
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
。

二-

二
、
【
道
教
】

北
宋
の
真
宗
…
「
天
書
」
が
降
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
道
教
信
仰
に
の
め
り
こ
む
。

〔

〕
を
崇
拝
。
元
始
天
尊
か
ら
玉
皇
大
帝
へ
と
変
わ
る
。
そ
の
後
、
道
教
の
最
高
神
に
。

23

徽
宗
…
〔

〕
を
編
纂
・
刊
行
、
道
士
を
優
遇
。
→
国
力
の
消
耗
、
北
宋
の
滅
亡
を
招
く
。

き

そ

う

24

〔

〕
…
瞑
想
や
気
功
に
よ
っ
て
体
内
の
気
を
め
ぐ
ら
せ
て
新
陳
代
謝
を
は
か
り
、
不
老
長
生
を
目
指
す
。

25
唐
代
は
「
外
丹
」
が
流
行
し
て
い
た
が
、
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
内
丹
が
と
っ
て
代
わ
り
、
以
後
、
道
教
修
養

術
の
主
流
と
な
る
。
内
丹
思
想
の
バ
イ
ブ
ル
…
張

伯

端
『
悟
真
篇
』

ち
ょ
う
は
く
た
ん

三
、
朱
子
学
の
成
立
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〔

〕
→
〔

〕
…
近
世
ア
ジ
ア
地
域
の
思
想
と
文
化
に
巨
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

26

27

活
躍
し
た
時
代
は
南
宋
の
最
盛
期
。
青
年
時
代
、
新
法
党
の
秦
檜
に
よ
っ
て
禁
圧
さ
れ
て
い
た
道
学
が
公
認
さ
れ
る
。

し
ん
か
い

三-
一
、
著
作

◎
〔

〕
…
『
論
語
集
注
』
『
孟
子
集
注
』
『
大
学
章
句
』
『
中
庸
章
句
』

28＝
「
新
注
」
←
→
「
古
注
」
（
そ
れ
ま
で
の
注
）

・
膨
大
な
著
作
…
『
四
書
或
問
』
『
周
易
本
義
』
『
書
集
伝
』
『
詩
集
伝
』
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
『
家
礼
』
『
通
鑑
網
目
』

わ
く
も
ｎ

か

れ

い

つ
が
ん
こ
う
も
く

二
程
の
語
録
『
程
氏
遺
書
』
『
程
氏
外
書
』
を
編
纂
。
『
朱
文
公
文
集
』
一
〇
〇
巻
、
『
朱
子
語
類
』
一
四
〇
巻
。

・
〔

〕

29

…
呂
祖
謙
と
の
共
編
。
北
宋
五
子
の
言
葉
の
中
か
ら
初
学
者
に
適
当
な
も
の
を
選
び
だ
し
た
宋
学
の
入
門
書
。

三-

二
、
〔

〕
の
理
想
…
『
大
学
章
句
』
の
序
に
見
え
る
こ
と
ば
。

30

み
ず
か
ら
の
人
格
を
陶
冶
す
る
（
み
が
き
養
う
）
と
と
も
に
、
社
会
の
指
導
層
と
し
て
貢
献
す
る
。

と

う

や

学
問
修
養
は
学
問
修
養
と
し
て
完
結
せ
ず
、
こ
れ
を
社
会
的
に
実
践
し
、
世
の
中
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
儒
教
の
理
念
を
要
約
し
た
語
。
『
大
学
』
の
八
条
目
（
格
物
・
致
知
・
正
心
・
誠
意
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・

平
天
下
）
が
学
問
・
自
己
修
養
か
ら
社
会
・
政
治
実
践
へ
と
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
物
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。

三-

三
、
存
在
の
理
論
…
す
べ
て
「
理
」
と
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

◎
〔

〕
…
「
理
学
」
、
存
在
論
。

31

〔

〕
…
存
在
物
を
存
在
物
た
ら
し
め
る
形
而
上
的
原
理
。
事
物
が
そ
う
で
あ
る
根
拠
。

32

〔

〕
…
物
を
作
る
形
而
下
な
材
料
。
物
事
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
原
則
。

33

人
間
で
言
え
ば
、
人
間
存
在
の
理
は
「
仁
義
礼
智
信
」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
ゆ

え
ん
で
あ
り
、
人
間
が
獣
や
植
物
と
区
別
さ
れ
る
本
質
（
存
在
規
定
）
で
あ
る
。

・
張
載
の
「
気
」
の
哲
学
を
発
展
。
「
理
」
と
「
気
」
の
概
念
に
よ
り
、
壮
大
な
自
然
哲
学
が
立
て
ら
れ
る
。

三-

四
、
人
間
と
は
何
か

孟
子
の
〔

〕、
程
頤
の
〔

〕、
張
載
の
「
心
は
性
情
を
統
ぶ
。」
の
説
が
重
要
。

す

34

35

張
載
の
「
心
は
性
情
を
統
ぶ
。
」
…
心
に
は
性
（
理
）
と
情
と
が
内
在
し
て
い
る
。

す

心
＝
性
（
仁
義
礼
智
信
）
＋
情
（
→
欲
望
）

心
＝
理
性
（
善
）
＋
感
情
（
悪
）

〔

〕
…
理
と
気
が
結
び
つ
い
た
人
間
の
現
実
性
。

36

〔

〕
…
「
気
質
の
性
」
か
ら
理
だ
け
を
取
り
出
し
て
表
現
。

37性
は
人
間
す
べ
て
に
共
通
す
る
理
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
違
い
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

気
の
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
人
間
存
在
の
あ
り
方
が
よ
り
詳
細
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
人
間
の
性
（
本
質
）
＝
仁
義
礼
智
信
と
い
う
理
が
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
。
動
物
と
の
違
い
。
）

「
天
理
を
存
し
、
人
欲
を
滅
す
」
…
〔

〕
と
〔

〕
（
私
欲
）
を
峻
別
す
る
。

38

39

心
の
中
に
ひ
そ
む
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
私
」
を
否
定
し
て
、
天
理
と
い
う
「
公
」
の
も
と
に
従
わ
せ
る
。

三-

五
、
居
敬
と
窮
理
―
程
頤
を
継
承

〔

〕
…
「
敬
」
（
心
の
つ
つ
し
み
）
を
守
る
こ
と
。
「
常
に
冷
静
で
あ
れ
」

40

〔

〕
…
理
を
窮
め
る
＝
物
事
す
べ
て
の
正
し
い
道
理
を
見
極
め
る
。
「
豁
然
貫
通
」
。

か
つ
ぜ
ん

41

正
し
い
認
識
と
社
会
実
践
を
導
く
も
の
。
実
証
学
に
通
じ
る
面
も
も
っ
て
い
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
の
訳
語
＝
〔

〕
（
格
物
致
知
＝
朱
子
学
の
窮
理
）

42

三-

六
、
教
育
の
解
放
と
科
挙
批
判

『
大
学
』
の
冒
頭
「
親
民
」
→
「
新
民
」
…
自
己
改
革
の
み
な
ら
ず
他
者
変
革
の
視
点
を
鮮
明
に
す
る
。

・
〔

〕
…
八
歳
で
入
る
。
掃
除
や
挨
拶
、
行
動
の
け
じ
め
、
礼
儀
や
読
み
書
き
、
算
数
な
ど
の
基
礎
事

43

項
を
き
ま
り
ど
お
り
に
学
ぶ
。
「
日
常
的
し
つ
け
」
。
『
小
学
』
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。

・
〔

〕
…
十
五
歳
で
入
る
。
高
等
な
理
論
や
自
己
修
養
、
政
治
や
社
会
に
つ
い
て
学
び
、
考
察
す
る
。

44

「
理
論
お
よ
び
社
会
的
行
動
」

〔

〕
と
〔

〕
を
読
む
。

45

46

教
育
の
対
象
を
特
権
階
層
に
限
定
せ
ず
、
庶
民
階
層
へ
と
広
げ
る
。
科
挙
の
た
め
の
学
問
を
厳
し
く
批
判
。

書
院
や
精
舎
と
い
わ
れ
る
民
間
施
設
で
講
学
を
行
う
。
（
私
立
の
学
校
←
→
官
学
）

◎
〔

〕
…
朱
熹
が
復
興
し
た
江
西
廬
山
の
書
院
。

こ
う
せ
い
ろ
ざ
ん

47

「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
は
、
朝
鮮
・
日
本
の
書
院
・
私
塾
で
の
教
学
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
普
及
。

三-

七
、
儀
礼
の
研
究
―
〔

〕

48

儒
教
の
冠
婚
葬
祭
儀
礼
を
一
般
庶
民
に
も
実
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
簡
便
な
儀
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
後
世
の
模
範
に
。


